
 

 

令     令和6年6月                                               

    第 8号 

 

船引南地区 小中一貫教育の今 
   昨年度より、南小 6年生が南中学校に出向き、中学校の先生の授業を受けています。 

今年度は「理科」「社会」が対象教科です。(火・水・木曜日) 

 

＜期待される効果＞ 

・中学校の専門性を生かした指導を取り入れることにより小学校での発展的な指導が充実する。 

・児童にとって小学校と中学校との学習の段差が解消され、中学校教員との交流も増えることで、

中学校に進学する心理的抵抗が低くなる。 

・小学校と中学校の教師がお互いに意見を出し合い授業を作り上げていくことで、互いの学習方

法や内容を理解でき、教師の授業力向上につながる。 

（参考：平成 30年 1月,文部科学省,『小中一貫した教育課程の編成・実施に関する事例集』） 
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小学生の授業ははじめてなのでとまどいはあり

ましたが、６年生の児童が演示実験に「なぜだ

ろう？」と率直に反応して自分の考えをどんど

ん発言してくれるので、やりがいがあります。

中学校の理科の先生から

小学6年生の感想より

中学校の先輩たちと早めにコミュニケーション

が取れるので、中学校入学に向けてとても安心

感があります。



  

元気な声が校庭いっぱい響く季節を迎えました。五月晴れの下、小・中学校それぞれの大

行事が行われ、児童・生徒の精一杯頑張る姿が見られました。 

                         南小学校運動会 （5月 18日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     県中地区中学校陸上競技大会 (5月 15日、16日 田村市陸上競技場) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝より充実した教育活動をめざして＝ 
     

 

 

 

 

  

 

 

編集・発行：船引南地区学校運営協議会

◎遠藤さとみ、〇三浦友貴、横田正浩、吉田治、田村丈、桑原恵美子、桒原義昌、佐藤朝美

佐藤洋子、根本君江、鈴木敏夫(南小校長)、浦山裕子(南中校長)　　　　（◎会長　〇副会長）

  5月10日(金)に第1回学校運営協議会を開催しました。
<協議内容>
① 今年度の各校の教育活動基本方針等確認
② 協議会活動組織の確認
③ 教育講演会（PTAと共催）の持ち方
④ 広報紙発行について

　今年度も充実した教育活動のために、委員一同、率直な意
見を出し合っていく所存です。引き続き、地域の皆様のご理解
とご支援をよろしくお願いいたします。


